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町
長
室
か
ら
見
え
る
街
路
灯

の
明
か
り
の
点
灯
が
早
く
、
夜

の
時
間
が
長
く
な
り
、
季
節
は

秋
か
ら
冬
へ
と
時
を
刻
ん
で
お

り
ま
す
。

全
国
・
全
道
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
第
七
波
の

急
速
な
拡
大
を
受
け
、
町
内
で

も
感
染
者
が
七
月
六
人
で
し
た

が
、
八
月
七
十
三
人
、
九
月
三

十
二
人
と
拡
大
し
ま
し
た
。
八

月
下
旬
か
ら
新
規
感
染
者
数
が

徐
々
に
減
少
し
、
九
月
十
日
以

来
、新
規
の
感
染
者
は
〝
ゼ
ロ
〟

の
状
態
が
続
い
て
お
り
ま
し
た

が
、
十
月
八
日
か
ら
の
三
連
休

に
少
し
感
染
者
が
発
生
し
て
お

り
ま
す
。

九
月
十
七
日（
土
）に
、
総
合

体
育
館
に
お
い
て
令
和
四
年
度

の
敬
老
会
が
開
催
さ
れ
、
各
町

内
会
か
ら
高
齢
者
の
方
々
の
参

加
を
い
た
だ
き
、
米
寿
を
迎
え

ら
れ
た
方
々
（
三
十
七
名
）
を

お
祝
い
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
当
日
は
、ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

と
し
て
、
歌
手
の
寺
本
圭
佑
さ

ん
、
民
謡
の
寺
島
絵
里
佳
さ
ん
、

演
歌
の
中
村
時
子
さ
ん
を
ゲ
ス

ト
に
迎
え
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
寺
本

さ
ん
は
、
好
評
ヒ
ッ
ト
中
の
「
望

郷
本
線
」や
新
曲
の「
折
鶴
夜
曲
」

な
ど
を
熱
唱
し
、
久
々
に
高
齢

者
の
方
々
の
笑
顔
が
会
場
い
っ

ぱ
い
に
広
が
っ
て
お
り
ま
し
た
。

敬
老
会
終
了
後
、
め
で
た
く

百
歳
（
百
寿
）
を
迎
え
た
、
新

山
セ
ツ
さ
ん
に
内
閣
総
理
大
臣

か
ら
の
表
彰
状
と
記
念
品
並
び

に
町
か
ら
の
記
念
品
を
伝
達
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
お
元
気
で
過
ご
さ
れ
る

こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

高
齢
者
の
方
々
は
、
ま
ち
の

礎
を
築
い
て
く
れ
た
方
々
で
、

＂
ま
ち
〟
の
宝
で
あ
り
ま
す
。
本

当
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

九
月
二
十
一
日
か
ら
三
十
日

ま
で
の
期
間
、
秋
の
交
通
安
全

週
間
で
町
内
会
や
事
業
所
の

方
々
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

街
頭
啓
発
を
実
施
し
て
お
り
ま

す
。
ご
協
力
い
た
だ
い
た
方
々

に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
二
十
一
日（
水
）は
、

交
通
安
全
祈
願
祭
と
交
通
安
全

町
民
大
会
が
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

九
月
二
十
六
日（
月
）に
、
延

期
さ
れ
て
い
た
福
島
幼
稚
園
の

第
六
十
八
回
運
動
会
が
晴
天
の

下
で
開
催
さ
れ
、
か
け
っ
こ
や

ダ
ン
ス
な
ど
子
ど
も
た
ち
の
元

気
な
声
が
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
い
っ

ぱ
い
に
広
が
り
、
家
族
の
方
々

は
も
ち
ろ
ん
、
私
も
来
賓
と
し

て
お
招
き
い
た
だ
き
、
子
ど
も

た
ち
の
笑
顔
か
ら
元
気
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

い
つ
も
町
長
室
の
机
に
飾
っ

て
い
る
絵
葉
書
に
「
笑
顔
が

い
ち
ば
ん
　
笑
っ
て
、笑
っ
て
」

と
あ
り
、
そ
れ
を
体
感
し
た
一

日
で
し
た
。

十
月
三
日（
月
）に
、
全
町
内

会
を
対
象
に
し
た
防
災
訓
練
が

実
施
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

当
日
は
、
総
合
体
育
館
に
お

い
て
、
避
難
所
設
営
訓
練
や
災

害
備
蓄
品
等
の
展
示
が
行
わ
れ
、

後
半
で
は
、
大
雨
・
地
震
・
津

波
等
の
災
害
に
係
る
防
災
講
話

が
行
わ
れ
、
テ
レ
ビ
で
お
な
じ

み
の
渡
島
総
合
振
興
局
の
防
災

士
・
気
象
予
報
士
の
國
田
さ
ん

に
貴
重
な
お
話
を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

十
月
四
日（
火
）に
、
現
在
建

設
中
の
「
福
島
町
青
少
年
交
流

セ
ン
タ
ー
」
の
上
棟
式
が
行
わ

れ
、
工
事
関
係
者
を
は
じ
め
多

く
の
方
々
の
参
加
を
い
た
だ
き
、

工
事
期
間
中
の
安
全
祈
願
を
行

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、

当
日
は
、
あ
い
に
く
の
雨
で
予

定
が
変
更
と
な
り
ま
し
た
が
、

小
学
校
な
ど
で
餅
ま
き
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
餅
ま
き
の
風
景
も

最
近
の
新
築
の
上
棟
式
で
は
見

な
く
な
り
ま
し
た
。
自
分
が
小

さ
い
頃
は
、
町
内
会
で
当
た
り

前
の
よ
う
に
し
て
い
た
光
景
が

な
く
な
り
、
寂
し
い
気
が
い
た

し
ま
す
。

古
き
良
き
伝
統
や
歴
史
を
伝

え
る
の
も
、
今
を
生
き
る
私
た

ち
の
役
目
と
し
て
あ
る
よ
う
な

気
が
い
た
し
ま
す
。
新
し
き
も

の
、
変
え
る
べ
き
も
の
、
変
化
・

改
革
を
し
な
が
ら
、
変
わ
ら
な

い
歴
史
的
な
も
の
や
先
人
た
ち

が
脈
々
と
つ
な
い
で
き
た
も
の

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
に
思

い
を
馳
せ
な
が
ら
、
今
、
こ
の

瞬
間
を
大
切
に
生
き
た
い
も
の

で
す
。

～元気で笑顔のあふれる福島町を実現するために～
【高齢者の方々の長寿は “まち ” の宝・・・】

町長のしごと日記第85号
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９
月
13
日（
火
）か
ら
15
日（
木
）

ま
で
の
３
日
間
、『
町
議
会
定
例

会
９
月
会
議
（
決
算
審
査
特
別
委

員
会
含
む
）』が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、
行
政
報
告
の
ほ
か

議
案
11
件
、報
告
２
件
、認
定
７
件
、

同
意
２
件
、
発
委
１
件
が
審
議
さ

れ
、原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

☆
　
一
般
質
問

　

４
名
の
議
員
が
、
次
の
項
目
に

つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

●��　
小
鹿　
昭
義
議
員

・�　
鳥
獣
駆
除
に
対
す
る
今
後
の

対
応
に
つ
い
て

●��　
平
沼　
昌
平
議
員

・�　
当
町
の
移
住
・
定
住
に
対
す

る
取
り
組
み
方
と
今
後
の
施
策

に
つ
い
て

●��　
川
村　
明
雄
議
員

・�　
高
齢
者
事
業
団
の
立
ち
上
げ

に
つ
い
て

●��　
木
村　
隆
議
員

・�　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

対
応
に
つ
い
て

☆
　
条
例
の
一
部
改
正

●�　
福
島
町
地
元
企
業
雇
用
等
促
進

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
「
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定

法
及
び
法
務
省
設
置
法
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
」
が
平
成
31
年
４

月
１
日
よ
り
施
行
さ
れ
、
新
た
な

在
留
資
格
「
特
定
技
能
」
が
創
設

さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
条
例
の
一

部
を
改
正
し
ま
し
た
。

●�　
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

人
事
院
規
則
の
一
部
が
改
正
さ

れ
令
和
４
年
10
月
１
日
に
施
行
さ

れ
た
こ
と
に
伴
い
、
非
常
勤
職
員

（
会
計
年
度
任
用
職
員
）
の
育
児

休
業
の
取
得
要
件
の
緩
和
、
１
歳

以
降
の
育
児
休
業
の
取
得
の
柔
軟

化
を
図
る
た
め
、
条
例
の
一
部
を

改
正
し
ま
し
た
。

☆　
土
地
の
確
認

●�　
福
島
町
の
区
域
内
に
新
た
に

生
じ
た
土
地
の
確
認
に
つ
い
て

　

吉
岡
漁
港
機
能
保
全
工
事
に
伴

い
、
岸
壁
部
分
の
拡
幅
に
よ
る
公

有
水
面
の
埋
立
が
竣
工
し
た
た

め
、
土
地
の
確
認
を
し
ま
し
た
。

〇
新
た
に
生
じ
た
土
地

　

福
島
町
字
館
崎
82
番
１
地
先
の

公
有
水
面
埋
立
地

〇
面
積

　

283
．
80
㎡

☆　
字
の
区
域
の
変
更

●�　
福
島
町
の
字
の
区
域
の
変
更

に
つ
い
て

　

吉
岡
漁
港
機
能
保
全
工
事
に
伴

い
、
岸
壁
部
分
の
拡
幅
に
よ
る
公

有
水
面
の
埋
立
が
竣
工
し
た
た

め
、
字
の
区
域
を
変
更
し
ま
し
た
。

〇
変
更
す
る
字
の
区
域

・
編
入
す
る
公
有
水
面
埋
立
地

　

福
島
町
字
館
崎
82
番
１
地
先
の

公
有
水
面
埋
立
地

・
面
積

　

283
．
80
㎡

☆　
補
正
予
算

●�　
令
和
４
年
度
福
島
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
７
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ
れ

ぞ
れ
８
千
543
万
２
千
円
を
追
加

し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
そ

れ
ぞ
れ
45
億
７
千
784
万
６
千
円
に

補
正
し
ま
し
た
。

●�　
令
和
４
年
度
福
島
町
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ
れ

ぞ
れ
３
千
700
万
１
千
円
を
追
加

し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
そ

れ
ぞ
れ
７
億
９
千
800
万
７
千
円
に

補
正
し
ま
し
た
。

●�　
令
和
４
年
度
福
島
町
介
護
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

　

保
険
事
業
勘
定
の
歳
入
歳
出
予

算
の
総
額
に
そ
れ
ぞ
れ
３
千
87
万

２
千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予

算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
５
億
７
千

823
万
６
千
円
に
補
正
し
ま
し
た
。

●�　
令
和
４
年
度
福
島
町
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
659
万
１
千
円
を
減
額
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ

れ
７
千
405
万
６
千
円
に
補
正
し
ま

し
た
。

●�　
令
和
４
年
度
福
島
町
国
民
健

康
保
険
診
療
所
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
３
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ
れ

ぞ
れ
29
万
５
千
円
を
追
加
し
、
歳

入
歳
出
予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ

１
億
１
千
59
万
６
千
円
に
補
正
し

ま
し
た
。

●�　
令
和
４
年
度
福
島
町
水
道
事

業
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

歳
出
予
算
の
水
道
事
業
費
用
へ

11
万
８
千
円
を
追
加
し
歳
出
予
算

の
総
額
を
９
千
812
万
３
千
円
と

し
、
ま
た
職
員
給
与
費
へ
６
万
８

千
円
を
追
加
し
１
千
545
万
円
に
補

正
し
ま
し
た
。

●�　
令
和
４
年
度
福
島
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
８
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ
れ

ぞ
れ
１
千
362
万
７
千
円
を
追
加

し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
そ

れ
ぞ
れ
45
億
９
千
147
万
３
千
円
に

補
正
し
ま
し
た
。

☆　
報
告

●�　
令
和
３
年
度
福
島
町
財
政
健

全
化
判
断
比
率
の
報
告
に
つ
い

て
　
「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健

全
化
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
き
、

令
和
３
年
度
決
算
の
健
全
化
判
断

比
率
及
び
資
金
不
足
比
率
に
つ
い

て
、
次
の
と
お
り
報
告
し
ま
し
た
。

町
議
会
定
例
会

９
月
会
議
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●�　
令
和
３
年
度
教
育
に
関
す
る

事
務
の
管
理
及
び
執
行
状
況
の

点
検
並
び
に
評
価
に
関
す
る
報

告
に
つ
い
て

　
「
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び

運
営
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
き
、

令
和
３
年
度
の
「
福
島
町
教
育
委

員
会
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
管

理
及
び
執
行
状
況
の
点
検
並
び
に

評
価
に
関
す
る
報
告
書
」
に
つ
い

て
報
告
し
ま
し
た
。

☆　
認
定

●�　
令
和
３
年
度
各
会
計
決
算
認

定
に
つ
い
て

　

令
和
３
年
度
の
決
算
は
「
決
算

審
査
特
別
委
員
会
」で
審
査
さ
れ
、

原
案
ど
お
り
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

各
会
計
の
決
算
額
は
次
の
と
お

り
で
す
。

☆　
同
意

●�　
教
育
長
の
選
任
に
つ
い
て

　

小
野
寺　

則
之
教
育
長
の
選
任

に
つ
い
て
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

●�　
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に

つ
い
て

　

平
野　

雄
輝
さ
ん
の
任
命
に
つ

い
て
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

☆　
発
委

●�　
国
土
強
靭
化
に
資
す
る
社
会

資
本
整
備
等
に
関
す
る
意
見
書

の
提
出
に
つ
い
て

☆　
宣
誓

●�　
教
育
長
の
宣
誓

　

教
育
長
の
選
任
に
伴
い
、
小
野

寺
則
之
教
育
長
が
宣
誓
を
行
い
ま

し
た
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

臨
時
窓
口
開
設
の
お
知
ら
せ

　

吉
岡
温
泉
ゆ
と
ら
ぎ
館
に
ド
コ

モ
シ
ョ
ッ
プ
が
来
町
し
ま
す
。

　

ド
コ
モ
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
受
付
も

実
施
し
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

■
開
設
日
時

　

11
月
３
日（
木
）、
４
日（
金
）

　

午
前
11
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
民
課
戸
籍
係

　

☎
47

－

４
６
８
１

一般会計健全化判断比率 （単位：％）

区　　　分 健全化判断比率 早期健全化比率 財政再生基準
実 質 赤 字 比 率 － 15.0 20.0
連結実質赤字比率 － 20.0 30.0
実 質 公 債 費 比 率 10.4 25.0 35.0
将 来 負 担 比 率 7.6 350.0

※赤字額がないため、実質赤字比率及び連結実質赤字比率は「－」と表記しています。

資金不足比率 （単位：％）

会　計　名 資金不足比率 経営健全化比率
浄化槽整備特別会計 － 20.0
水 道 事 業 会 計 － 20.0

※赤字額がないため、実質赤字比率及び連結実質赤字比率は「－」と表記しています。

令和３年度会計別決算総括表 （単位：千円）

区　　分 一般会計
国民健康
保　　険 
特別会計

介護保険特別会計 後期高齢者
医 療
特 別 会 計

浄 化 槽
整 備
特別会計

国民健康保険
診 療 所
特 別 会 計

保険事業
勘　　定

サービス
事業勘定

歳入歳出予算額 5,297,581 751,670 547,685 1,746 73,307 62,818 97,146

決算額

歳　入 4,769,849 773,986 552,008 1,247 73,039 59,747 107,528

歳　出 4,653,494 730,263 521,218 1,247 73,032 59,747 92,972

差　引 116,355 43,723 30,790 0 7 0 14,556

令和３年度水道事業特別会計 （単位：千円）

区　　　分 予　算　額 決　算　額

収　益　的
収　　　支

事 業 収 入 115,319 115,642

事 業 費 用 99,310 94,340

差 引 16,009 21,302

資　本　的
収　　　支

資 本 的 収 入 111,500 111,500

資 本 的 支 出 131,446 131,311

差 引 △ 19,946 △ 19,811

本　社 住所 ： 檜山郡厚沢部町字富栄611-4

URL ： http://www.hiyama-denki.co.jp

E-mail ： hiyama02@beach.ocn.ne.jp
北海道グリ-ン・ビズ認定、北海道と家庭教育サポート企業協定締結

 特定建設業 豊かな技術と確かな信頼工事

株式会社桧山電気工業
　 　　　電話 ： ０１３９－６４－３３３１

営業所住所 ： 松前郡福島町字福島524

          電話 ： ０１３９－４４７７－－３３６６２２２２

桧山電気はこんな会社
●●福福利利厚厚生生

・・花花見見会会

・・本本社社祭祭りり

・・社社員員旅旅行行

・・ボボーーリリンンググ大大会会

・・忘忘年年会会

・・大大レレククレレーーシショョンン大大会会

ななどど

宮城県松島

忘年会（ビンゴ大会）

大阪道頓堀

○○ 未未経経験験者者のの人人ででもも、、３３年年～～５５年年でで一一人人前前のの電電気気工工事事士士にに成成長長ししまますす。。

○○ 社社員員のの大大半半がが家家族族をを持持ちち、、立立派派なな大大黒黒柱柱ととししてて勤勤務務ししてていいまますす。。

○○ 国国家家試試験験、、技技能能講講習習、、安安全全教教育育とと、、いいろろんんなな資資格格もも取取得得ででききまますす。。

○○ 11００代代～～３３００代代のの社社員員がが多多数数勤勤務務しし、、楽楽ししくく和和気気ああいいああいいとと働働いいてていいまますす。。

○○ 仕仕事事だだけけででははななくく、、社社員員のの交交流流をを深深めめるる行行事事イイベベンントトがが沢沢山山あありりまますす。。

（（ホホーームムペペーージジ内内にに写写真真掲掲載載あありり））
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野
良
ネ
コ
に
餌
を
与
え
な
い
で
！

　

野
良
ネ
コ
に
餌
を
与
え
る
と
、

そ
の
場
所
に
住
み
着
き
、
糞
尿
被

害
や
庭
が
荒
ら
さ
れ
る
等
、
近
隣

住
民
の
迷
惑
に
な
り
ま
す
。
ま
た

繁
殖
を
し
て
し
ま
え
ば
、
不
幸
な

ネ
コ
を
さ
ら
に
増
や
し
て
し
ま
う

こ
と
に
も
繋
が
り
ま
す
。

　

飼
う
意
思
の
な
い
ネ
コ
へ
の
餌

や
り
は
、
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
ネ
コ
の
放
し
飼
い
は
、

飼
い
主
の
目
の
届
か
な
い
と
こ
ろ

で
、
近
隣
住
民
へ
迷
惑
を
か
け
て

い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ネ

コ
は
室
内
で
飼
い
ま
し
ょ
う
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
民
課
町
民
係

　

☎
47

－

４
６
８
１

一
般
家
庭
防
火
査
察
の
お
知
ら
せ

　

ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
暖
房
器
具
を

使
用
す
る
時
期
と
な
り
ま
し
た
。

消
防
署
で
は
、
例
年
ど
お
り
一
般

家
庭
防
火
査
察
を
実
施
し
ま
す
の

で
、
消
防
署
員
が
立
ち
寄
り
の
際

は
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

■
実
施
期
間

　

11
月
１
日（
火
）か
ら

　

12
月
２
日（
金
）ま
で

■
実
施
時
間

　

午
前
８
時
30
分
か
ら

　

午
後
４
時
ま
で

■
実
施
地
区

　

福
島
１
～
４
、
緑
町
、

　

新
栄
町
、
丸
山
団
地

■
調
査
項
目

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
と

作
動
状
況
、
経
過
年
数
の
確
認
、

消
火
器
の
設
置
状
況
な
ど

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

福
島
消
防
署　

指
導
係

　

☎
47

－
２
１
１
９

令
和
４
年
度
自
衛
官
採
用
試
験
の

お
知
ら
せ

　

自
衛
隊
で
は
、
次
の
日
程
で
自

衛
官
の
採
用
試
験
を
予
定
し
て
お

り
ま
す
。

■
自
衛
官
候
補
生
（
陸
・
海
・
空
）

●
資
格

　

令
和
５
年
４
月
１
日
現
在
、
18

歳
か
ら
32
歳
の
方

●
受
付
期
間

　

現
在
、
受
付
中

●
試
験
期
日

　

11
月
20
日
～
21
日
、
12
月
18
日

～
19
日
、
１
月
22
日
～
23
日
、
２

月
10
日
～
11
日

（�

筆
記
試
験
、
口
述
試
験
及
び

身
体
検
査
等
を
実
施
）

※
い
ず
れ
か
１
日
を
指
定

■
一
般
曹
候
補
生
（
陸
・
海
・
空
）

●
資
格

　

令
和
５
年
４
月
１
日
現
在
、
18

歳
か
ら
32
歳
の
方

●
受
付
期
間

　

現
在
、
受
付
中

　

12
月
１
日
ま
で

●
試
験
期
日

　

１
次
試
験

　

12
月
11
日
～
13
日

（
Ｗ
ｅ
ｂ
試
験
可
）

（
筆
記
試
験
及
び
適
性
検
査
）

　

２
次
試
験

　

１
月
11
日
～
12
日

（
口
述
試
験
及
び
身
体
検
査
）

※
い
ず
れ
か
１
日
を
指
定

■
そ
の
他

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
自
衛
隊
松

前
地
域
事
務
所
又
は
担
当
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、「
自
衛
官
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
応
募
サ
イ
ト
」
か
ら
も
応
募
で

き
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

・
自
衛
隊
松
前
地
域
事
務
所

　

☎
42

－

３
７
７
４

・
担
当
：
夏
井

　

☎
０
８
０

－

４
４
０
５

－

９
１
８
６

・
担
当
：
大
石

　

☎
０
８
０

－

４
４
０
５

－

９
６
９
５

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
説
明
会
に
つ
い
て

　
「
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
つ
い
て

知
り
た
い
」
と
い
う
方
は
、
説
明

会
（
無
料
）
に
是
非
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

　

説
明
会
に
関
す
る
情
報
は
札
幌

国
税
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
税
に

関
す
る
情
報
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、YouTube

国
税
庁
動

画
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
は
、
イ
ン
ボ
イ

ス
制
度
説
明
会
と
同
様
の
内
容
に

つ
い
て
、
無
料
動
画
を
公
開
し
て

い
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

函
館
税
務
署

　

☎
０
１
３
８

－

31

－

３
１
７
１

年
末
調
整
手
続
き
の
電
子
化
に
つ

い
て

　

年
末
調
整
の
際
に
従
業
員
が
作

成
し
て
勤
務
先
に
提
出
す
る
「
保

険
料
控
除
申
告
書
」
な
ど
の
書
類

に
つ
い
て
は
、
従
業
員
か
ら
デ
ー

タ
に
よ
り
提
出
（
提
供
）
を
受
け

る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　

国
税
庁
で
は
、
控
除
証
明
書

デ
ー
タ
を
利
用
し
て
簡
単
に
保
険

料
控
除
申
告
書
な
ど
の
電
子
デ
ー

タ
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
る「
年

末
調
整
控
除
申
告
書
作
成
用
ソ
フ

ト
ウ
ェ
ア
」（
通
称
「
年
調
ソ
フ

ト
」）
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
国
税
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
年
末
調
整
手
続

の
電
子
化
に
向
け
た
取
組
に
つ
い

て
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

函
館
税
務
署

　

☎
０
１
３
８

－

31

－

３
１
７
１
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福島町の 行政評価
（事務事業）の結果を公表します（事務事業）の結果を公表します（事務事業）の結果を公表します

　町ではまちづくり基本条例の規定に基づき行政事務の効率化を図るため、
行政評価（事務事業）を実施しております。
　今年度の評価結果について、福島町行政評価実施要綱第５条の規定に基づ
き公表いたします。

　役場の業務には、福祉・産業・教
育など様々な業務がありますが、行
政評価の対象となる事務事業は、福
島町総合計画後期実施計画に登載さ
れている事業や、行政評価に馴染ま
ない事業などを除き、44 事業となっ
ています。

●評価のポイント
　事務事業の方向性をＡ・Ｂ・Ｃ・Ｄの
４段階で評価を行い、事務事業の進め方
や改善、見直しの検討を進めることにな
ります。
●�令和４年度（令和３年度実施）の評価
対象事務事業
　今年度の評価対象の事務事業として、
次の43事業を選定し、評価を行いました。
●外部評価（３次評価）
　総合計画審議会において、町民目線で
事務事業を評価しております。

段階 評　価　の　内　容

Ａ 現状にて事業を継続又は拡充（必要性・有
効性及び達成度・効率性はいずれも高い）

Ｂ 事業の進め方の改善により継続（必要性・
有効性は高いが、達成度・効率性は低い）

Ｃ 事業規模・内容等の見直しの検討（達成度・
効率性は高いが、必要性・有効性は低い）

Ｄ
事業の抜本的見直しを検討（必要性・有効
性及び達成度・効率性はいずれも低い）
廃止、統合、縮小、凍結など

行政評価の目的
●まちづくり基本条例の実践
●総合計画の進捗管理
●�予算運営へのＰＤＣＡサイクルの
導入

直接の目的
◆職員の意識改革
（行政への経営感覚の導入）
（コスト意識、マネジメント意識）
（住民満足度の向上意識の導入）

◆住民への説明責任
（�アカウンタビリティの向上と町民
参加の拡大）
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令和４年度（令和３年度決算）事務事業評価結果表
整
理
番
号

所 管 課 名 事　　務　　事　　業　　名

Ｒ４評価点集表 項目別
点　数
評　価

担当課

評　価

２次

評価

３次

評価
必要性・有効性 達成度・効果性 評　価

点数計必要性 有効性 点　数 達成度 効果性 点　数

1 議会事務局 情報公開費 4 2 6 1 1 2 8 A A A A

2 総務課 職員研修費 3 2 5 0 2 2 7 A A A A

3 総務課 車輌管理費 2 2 4 1 2 3 7 A A A A

4 総務課 交通安全対策費 3 2 5 0 2 2 7 A A A A

5 総務課 町民運動対策費（青少年ほか） 3 2 5 0 2 2 7 A A A A

6 総務課 インターネット事業費 4 1 5 1 2 3 8 A A A A

7 総務課 ホームページ管理費 4 1 5 1 1 2 7 A A A A

8 総務課 生活館等管理費 4 2 6 0 2 2 8 A A A A

9 総務課 災害対策費 4 3 7 1 1 2 9 A A A A

10 企画課 町内会連合会助成費 4 3 7 0 2 2 9 A A A A

11 企画課 文書広報費 3 3 6 1 2 3 9 A A A A

12 企画課 ふるさと応援基金運営費 4 3 7 1 1 2 9 A A A A

13 企画課 産業活性化サポート事業費 2 2 4 0 2 2 6 A A A A

14 企画課 町民運動対策費（コミュニティ） 4 3 7 1 2 3 10 A A A A

15 企画課 バス待合所管理費 3 2 5 1 2 3 8 A A A A

16 町民課 戦没者追悼式事業費 3 2 5 0 2 2 7 A A A A

17 町民課 社会福祉費 3 1 4 1 2 3 7 A A A A

18 町民課 高齢者行事費 2 3 5 1 2 3 8 A A A A

19 町民課 在宅福祉事業費 2 3 5 1 1 2 7 A A A A

20 町民課 吉岡総合センター管理運営費 3 1 4 0 3 3 7 A A A A

21 町民課 学童保育費 4 2 6 1 1 2 8 A A A A

22 町民課 ごみ減量化対策費 4 2 6 -1 1 0 6 B B B B

23 福島保育所 保育所費 5 2 7 1 2 3 10 A A A A

24 福祉課 社会福祉総務費 4 2 6 0 2 2 8 A A A A

25 福祉課 重度心身障がい者等タクシー料金助成事業費 4 1 5 1 2 3 8 A A A A

26 福祉課 老人福祉費 4 2 6 0 2 2 8 A A A A

27 福祉課 健康づくり推進費 4 3 7 1 1 2 9 A A A A

28 福祉課 医療対策費（保健衛生総務費） 4 1 5 △1 2 1 6 B A A A

29 福祉課 医療対策費（医療対策費） 4 3 7 1 2 3 10 A A A A

30 福祉課 老人保健費 4 3 7 1 2 3 10 A A A A

31 産業課農林係 多面的機能支払交付金事業費 3 2 5 1 1 2 7 A A A A

32 産業課農林係 活性化センター管理運営費 4 2 6 0 2 2 8 A A A A

33 産業課農林係 熊等による被害対策費 5 2 7 1 2 3 10 A A A A

34 産業課水産係 利子補給事業費 5 3 8 1 4 5 13 A A A A

35 産業課水産係 水産加工振興協議会補助費 4 2 6 1 2 3 9 A A A A

36 産業課水産係 水産多面的機能発揮対策事業費 3 2 5 1 1 2 7 A A A A

37 産業課水産係 漁村環境改善総合センター運営費 4 1 5 △1 2 1 6 B C C C

38 産業課商工観光係 労働諸費 6 3 9 1 2 3 12 A A A A

39 産業課商工観光係 観光振興費 6 2 8 1 2 3 11 A A A A

40 産業課商工観光係 横綱記念館管理運営費 4 1 5 1 1 2 7 A A A A

41 産業課商工観光係 特産品センター管理費 5 3 8 1 2 3 11 A B B B

42 産業課商工観光係 青函トンネル記念館管理運営費 5 2 7 1 1 2 9 A A A A

43 建設課 街灯料助成事業費 5 2 7 1 1 2 9 A A A A
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令和４年度 上半期財政事情の公表

会計別予算額

一般会計 国民健康保険
特  別  会  計

介護保険特別会計
保 険 事 業 勘 定

介護保険特別会計
サービス事業勘定

後期高齢者医療
特 別 会 計

浄 化 槽 整 備
特 別 会 計

国民健康保険診療所
特 別 会 計 水道事業会計

45億9,147万円 7億9,801万円 5億7,824万円 177万円 7,406万円 7,167万円 1億1,060万円 2億4,889万円

令和４年９月現在

一般会計予算歳入歳出の内訳
各会計予算総額

64億7,471万円
基　　金　　名 現　在　高

財 政 調 整 基 金 1,303,462千円
減 債 基 金 28,019千円
小 笠 原 実 奨 学 基 金 4,492千円
花 田 俊 勝 奨 学 基 金 9,269千円
ふ る さ と 応 援 基 金 71,070千円
ふるさと定住促進住宅基金 86,137千円
人 財 育 成 事 業 基 金 49,947千円
公 共 施 設 維 持 保 全 基 金 141,476千円
森 林 環 境 譲 与 税 基 金 3,540千円
国 民 健 康 保 険 事 業 基 金 160,027千円
介 護 給 付 費 準 備 基 金 82,793千円
合 計 1,940,232千円

種　　　　　類 数量・金額
建 物 66,209㎡
土 地 2,334,417㎡
山 林 12,880,583㎡

立木の推定蓄積量 272,809㎡
出 資 金 等 34,329千円

借　入　先　別 現　在　高
財 政 融 資 資 金（ 財 務 省 ） 3,678,027千円
旧 日 本 郵 政 公 社 68,322千円
地 方 公 共 団 体 金 融 機 構 712,627千円
銀 行 等 663,419千円
市 町 村 共 済 組 合 ほ か 302,046千円

合　　　　　 計　① 5,424,441千円
上記のうち、国が負担する分
（地方交付税算入）② 3,282,410千円 60.5％

実 質 負 担 額
①－② 2,142,031千円 39.5％

基 金 の 状 況

町有財産の状況

町 債 の 状 況

令和３年度末現在

令和３年度末現在

令和３年度末現在

一 般 会 計
特 別 会 計
水 道 事 業 会 計

4,711,544千円
262,259千円
450,638千円

１年間に使われるお金と町民負担
１ 人 当 た り １世帯当たり

使われるお金
負担する税金

使われるお金
負担する税金

1,273,640円
149,459円

2,339,008円
274,477円

※人口と世帯数は令和４年９月末現在の住民基本台帳による。

世帯数

1,963世帯3,605人

入ってくるお金

歳　入

45億9,147万3千円

地方交付税
2,081,527千円（45.3％）

国庫支出金
365,307千円（8.0％）

依自
存
財

源

73.7％

その他
603,030千円（13.1％）

使用料及び手数料
69,594千円（1.5％）

町　税
538,798千円（11.7％）

町　債
638,390千円（13.9％）

道支出金
177,765千円（3.9％）

地方譲与税等
117,062千円（2.6％）

26.3％

主
財

源

出 て い く お 金

歳　出

45億9,147万3千円

人件費
695,961千円（15.2％）義

務
的

経

83.3％

普通建設事業
768,198千円（16.7％）

維持補修費外
776,185千円
（16.9％）

積立金
131,604千円（2.9％）

物件費
778,584千円（17.0％）

費
補助費等

837,317千円（18.2％）

公債費
603,624千円（13.1％）

投資的経費

16.7％

　上半期財政事情は、町民の皆様に町の財政がどのように運営されているかを広く知っていただくために作成
した資料です。今回は令和４年４月から令和４年９月末現在における予算、町債の状況等を町条例の規定に基
づき公表するものです。
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住民税非課税世帯等に対する臨時
特別給付金（５万円/1世帯）のご案内

受給には手続きが必要です受給には手続きが必要です
● �住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金は、住民税均等割非課税世
帯や新型コロナウイルス感染症の影響で家計急変のあった世帯を支援す
る新たな給付金です。

● �給付金を受給するためには、手続きが必要です。

支給対象と申請の有無

給付金の支給額
１世帯あたり５万円

給付金の支給時期
役場が確認書（または申請書）を受理
した日から２週間後が目安です。

支給対象となる世帯（いずれかにあてはまる世帯）
世帯全員の令和４年度

「住民税均等割が非課税」
の世帯

役場町民課から確認書が
届きます（要返送）

※�必要事項を記入して添付書類を同封の
上、役場町民課へ返送してください
　令和４年９月30日時点で住民登録の
　ある方に確認書が送付されます。

令和４年１月以降の収入が
減少し「住民税非課税相当」
の収入となった世帯（家計急変世帯）

（申請される方へのお願い）
マイナポイントや諸手続きにより役場窓口が混雑し待ち時間が発生
するときがあります。その際はご了承ください。

申請期間： 令和５年1月31日まで
申請時点で住民登録のある市区町村
に申請してください。
【申請書受領先】�福島町役場、吉岡支所

など

申請が必要です

お問い合わせ先 町民課町民係　　☎４７－４６８１
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高齢者等屋根雪下し及び
� 除排雪費用助成事業のお知らせ

　町では、屋根雪下し費用及び家屋周辺の除排雪費用
の助成を実施します。

１　期　　間　　令和５年３月31日（金）まで
２　対象世帯

３　対象とならない世帯
　・町税等の滞納がある世帯

４　申込み先・お問い合わせ先
　�　申請書は役場町民課窓口にあります。不明な点や相談がありましたら、お気軽に電
話にてご連絡をお願い致します。【町民課 ☎47－4681】

５　注意事項
　�　町では、助成対象者となるか調査し、その結果をお知らせします。
　�　通知の前に業者等へ依頼した場合、対象外となることがありますので、ご注意くだ
さい。 なお、この事業は、費用の助成であり町が除排雪を行う事業ではありません。

お問い合わせ先 町民課町民係　　☎４７－４６８１

区　　分 屋根雪下し費用及び運搬費用 家屋周辺の除排雪費用

対 象 世 帯
①65歳以上の高齢者のみの世帯
②心身障がい者のみの世帯
③介護サービス受給者のみの世帯
④母子家庭世帯

①70歳以上の高齢者のみの世帯
②心身障がい者のみの世帯
③介護サービス受給者のみの世帯
④母子家庭世帯

助　成　率 支払額の80％ 支払額の80％

助成限度額 雪下ろし費用　32,000円
運搬費用　　　64,000円 32,000円

助 成 回 数 １回 限度額内

作　業　者 登録業者のみ 登録業者及び個人
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令和５年度新入園児・学童を募集します！

認定こども園福島保育所

福 島 学 童 保 育
　福島学童保育では、令和５年度に入所を
希望する学童を次のとおり募集します。
（現在入所している児童も提出が必要です）

●募集期間
　11月１日受付開始

●募集対象
　小学校６年生までの児童で、保護者が就労
等により放課後における保育に欠ける児童が
対象です。

●入所定員　30名

　認定こども園福島保育所では、令和５
年度に新規入所を希望する児童を、次の
とおり募集します。
（�現在入所している児童については、申込みは
必要ありません）

●募集期間
　11月１日受付開始

●募集対象
　①保育部門
　�　０歳児（11ヶ月以上）から５歳児で、
保護者が就労など「保育に欠ける」条件を
備えている児童が対象です。
　②教育部門
　�　３歳児（４月１日現在の満年齢）から５
歳児までの児童が対象です。
　「保育を必要とする」等の条件は不要です

●保育時間
　◆学校の授業がある日
　　　　放課後から午後６時まで
　◆夏休み・冬休み等
　　　　午前８時から午後６時まで

●保 育 料　無料

◆お申込み・お問い合わせ先
　町民課町民係　☎47－4681
　※�入所申請時に必要な書類は、役場及び吉

岡支所にあります。

●入所定員
　①保育部門　40名
　②教育部門　20名

●保育利用時間
　（午前７時30から午後６時30分まで）
　①保育部門
　　８時間保育　午前８時から午後４時まで
　　11時間保育　�午前７時30分から午後６

時30分まで
　②教育部門　　午前８時から午後１時まで
　　※�急用等により預かり保育が必要な場合

は、午後４時まで保育します

●保 育 料　無料

◆お申込み・お問い合わせ先
　福 島 保 育 所　☎47－3440
　町民課町民係　☎47－4681

●認定こども園福島保育所　●福島学童保育
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ご存知ですか？ご存知ですか？ 福島町のさまざまな制度
　福島町ではさまざまな制度により、福島町に住んでいる皆さんの生活や事業を応援しています。
　制度の利用をお考えの方は、各お問い合わせ先へご相談ください。
※　各制度には一定の基準や限度額があります。ご利用前に必ずご確認ください。

　資格取得や研修会等の参加・開催を予定している方へ、補助金を交付します。
●お問い合わせ先　　企画課企画係　☎４７－３００７

子育て

住まい

スキルアップ
人財育成支援事業

　妊産婦の方が町外の産科医療機関へ通
院した際の交通費や、出産直前の準備で
町外に宿泊した際の宿泊費を補助します。

　お子さんが生まれた方へ、奨励金を交
付します。
※�　交付後10年以内に転出した場合、奨
励金を返還していただきます。●お問い合わせ先

　福祉課健康増進係　☎４７－４６８２ ●お問い合わせ先
　企画課企画係　☎４７－３００７

妊産婦安心出産支援事業 出産祝金交付事業

　定住を目的として住宅を新築・購入し
た方へ、奨励金を交付します。
※�　交付後10年以内に転出した場合、奨
励金を返還していただきます。

　これから住宅をリフォームする方へ、
対象工事費用の一部を補助します。
※�　条件がありますので、事前に企画課
までお問い合わせください。

　光回線を新たに開設し無線（Wi-Fi）
によるインターネット環境を整備する方
へ、工事費や機器購入費等の一部を助成
します。

　町内の空家及び空家となる見込みの建
物を解体する費用の一部を補助します。

●お問い合わせ先
　企画課企画係　☎４７－３００７

●お問い合わせ先
　企画課企画係　☎４７－３００７

●お問い合わせ先
　企画課企画係　☎４７－３００７

●お問い合わせ先
　建設課（空家担当）　☎４７－３００６

定住促進住宅等奨励事業

住宅リフォーム補助事業
無線インターネット接続
� 環境整備費助成事業

空家等対策支援事業
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　新たに農林業への就労を希望する方へ、
奨励金等を交付します。

　新たに漁業への就労を希望する方へ、
奨励金等を交付します。

●お問い合わせ先
　産業課農林係　☎４７－３００２

●お問い合わせ先
　産業課水産係　☎４７－３００２

担い手の育成
農林業担い手養成事業 水産業担い手支援事業

　町内で新たに起業する方や事業を継承
する若者等の後継者が、企業施設の新設
等を行う場合、助成金を交付します。
※�　交付後５年以内に事業の休止や廃
止、対象設備の売却や譲与等があった
場合は、助成金を返還していただきます。
●お問い合わせ先
　企画課企画係　☎４７－３００７

事業者・団体への支援
チャレンジスピリット応援事業

　北海道福島商業高等学校の新卒業生の
雇用や、外国人技能実習生等を受入れす
る町内の事業者に対し、助成金を交付し
ます。
●お問い合わせ先
　企画課企画係　☎４７－３００７

地元企業雇用等促進事業

　まちづくりに関する事業を実施する団
体等へ、ふるさと応援寄付金を財源とし
た補助金を交付します。
●お問い合わせ先
　企画課企画係　☎４７－３００７

ふるさと応援基金補助事業

　町内産業の活性化に向けて活動する団
体等に、補助金を交付します。
●お問い合わせ先
　企画課企画係　☎４７－３００７

産業活性化サポート事業

　北海道福島商業高等学校へ通学する生
徒の保護者の負担軽減を図るため、入学
奨励金、通学定期乗車券購入費用、普通
自動車運転免許証取得費用の助成などを
行っています。

　満65歳以上の方と身体障害者手帳を所
持している方へ、温泉健康保養センター
の優待券を交付します。
※�　入湯税の150円は自己負担となりま
す。

●お問い合わせ先
　教育委員会事務局学校教育係
　☎４７－３６７５

●お問い合わせ先
　福祉課福祉係　☎４７－４６８２

町内高校生への支援 高齢者への支援

北海道福島商業高等学校就学支援事業 温泉健康保養センター優待券交付事業
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11月も夜間臨時窓口を開設します！
・役場が申請書の準備や顔写真の撮影などの補助を行います。
・来庁時には、運転免許証などの顔写真付身分証明書が必要となります。
　お持ちでない方は、健康保険証や国民年金手帳などの２点で確認します。
・マイナポイント申込に係るお手伝いを合わせて行います。
　手続きに必要なものは、役場町民課までにお問い合わせください。

マイナンバーカードに係るお知らせ

お問い合わせ先 町民課町民係　　☎４７－４６８１

　マイナポイントとは、マイナンバーカードを使って予約・申込を行い、自分で選んだキャッシュレ
ス決裁サービスでチャージやお買い物をすると付与されるポイントで、様々なキャッシュレス決裁サー
ビスでお買い物に使うことができます。
　マイナポイント（第２弾）では１人最大２万円分のポイントをもらうことができますが、下記事項
をご理解の上、手続きにお越しください。

①�マイナポイントを付与するキャッシュレスカードや決済サービスによってポイントのもらえる時
期が異なります。手続き時は職員とともにお客様自身も確認してくださるよう、お願いします。

②�マイナポイントの手続きの際は、１人あたり10分程度かかります。混雑している場合は待ち時
間が発生することがございますので、ご了承ください。

　マイナポイントの対象となるカードの申請期限は令和４年12月末までになりました！
　９月末までに申請できなかった方は、12月末までの申請で、マイナポイント第２弾キャ
ンペーンの対象となります!!

11 月の臨時申請窓口開設日
場　所 福島町役場　1階　町民課窓口
日にち 10 日（木曜日） 24日（木曜日）
時　間 午後５時～午後７時まで

マイナポイント（第２弾）に係る注意事項

　◆来庁される方へのお願い◆
　最近、マイナポイントに係る手続きのため、窓口が混雑しております。
　吉岡支所においても、マイナンバーカード申請、交付することはできますので、ぜひご活用くださ
い。吉岡支所でマイナンバーカードの申請等を行う場合は、予め吉岡支所へご連絡いただきますよう、
お願いします。

〔　〕〔　〕1414



お問い合わせ先 町民課　年金係 ☎４７－４６８１

令和5年分公的年金等の受給者の
� 扶養親族等申告書が送付されています!!

国国 のお知らせ民民 年年 金金

□前年から変更なし⇒�送付された申告書に変更などがなければ、日付、電話番号、氏名
を記入して返信用封筒に入れて提出

■�前年から変更あり⇒�新たに配偶者や家族を扶養する場合、氏名、生年月日、個人番号等
必要事項を記入して返信用封筒に入れて提出

不明な点がある場合は、下記の電話番号へ問い合わせください。

扶養親族等申告書お問い合わせナビダイヤル　０５７０－０８１－２４０

書類の書き方がわからなければ、役場町民課（TEL：47－4681）までお越しください。

記入における注意事項

　日本年金機構から、令和４年９月中旬より順次、下記の送付対象者へ「令和５年分公
的年金等の受給者の扶養親族等申告書」が送付されています。提出期日までに提出され
ますよう、お願いいたします。

●送 付 書 類
　扶養親族等申告書、記入方法（記載例）、返信用封筒

●送付対象者
　老齢や退職を支給事由としている年金の支給額が以下に該当する方。
　・65歳未満：108万円以上
　・65歳以上：158万円以上
　　（�退職共済年金（ＪR、ＪＴ、ＮＴＴ、農林共済）の受給者であり、老齢基礎年金

が支給されている方の場合は、退職共済年金の支給額が80万円以上）

※�各種控除に該当しない方（受給者本人が障害者・寡婦等に該当せず、控除対象となる
配偶者または扶養親族がいない方）は、扶養親族等申告書（本書）を提出する必要は
ありません。

〔　〕〔　〕1515



職員交流派遣レポート　私たちの半年職員交流派遣レポート　私たちの半年職員交流派遣レポート　私たちの半年
　

本
年
４
月
よ
り
１
年
間
長

野
県
木
曽
町
に
職
員
交
流
派

遣
と
し
て
赴
任
し
て
お
り
ま

す
白
川
人
和
（
し
ら
か
わ 

と
わ
）
と
申
し
ま
す
。
木
曽

町
へ
来
て
、
早
半
年
が
経
ち

ま
し
た
の
で
、
派
遣
の
中
間

報
告
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

◆
木
曽
町
に
つ
い
て

　

長
野
県
の
南
西
部
に
位
置

す
る
木
曽
町
は
、
人
口
約

１
万
人
。

　

総
面
積
４
７
６
．０
３
平
方

㎞
の
約
90
％
が
山
林
を
占
め
、

西
に
御
岳
山
、
東
に
中
央
ア

ル
プ
ス
木
曽
駒
ケ
岳
が
そ
び

え
る
緑
豊
か
な
山
間
の
町
で
す
。

　

町
の
中
央
に
は
木
曽
川
が

流
れ
、
流
域
に
沿
っ
て
国
道

19
号
と
Ｊ
Ｒ
中
央
本
線
が

走
っ
て
い
ま
す
。

　

町
全
体
と
し
て
は
、
内
陸

性
気
候
の
た
め
、
夏
と
冬
、

昼
と
夜
の
寒
暖
差
が
大
き
い

で
す
。

　

産
業
と
し
て
は
、
林
業
・

観
光
業
が
盛
ん
で
、
木
曽
ヒ

ノ
キ
や
中
山
道
の
宿
場
の
街

並
み
が
有
名
で
す
。

　

名
物
は
、
朴
葉
巻
き
や
す

ん
き
、
蕎
麦
、
地
酒
な
ど
、

ど
れ
も
一
度
は
味
わ
い
た
い

も
の
ば
か
り
で
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
百
草
丸
と
い

う
漢
方
薬
や
木
曽
ヒ
ノ
キ
を

用
い
た
木
工
芸
品
・
漆
器
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

◆
木
曽
町
で
の
業
務

　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

（
社
会
体
育
）
に
所
属
し
て

い
ま
す
。

　

主
に
、
町
内
体
育
施
設
の

維
持
管
理
や
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ

ン
ト
の
運
営
事
務
な
ど
、
生

涯
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
振
興
に

携
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

木
曽
町
で
は
、
２
０
２
８

国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
長
野
大

会
に
お
い
て
相
撲
競
技
の
開

催
地
内
定
を
受
け
た
こ
と
も

あ
り
、
既
存
施
設
の
機
能
を

集
約
し
た
ス
ポ
ー
ツ
拠
点
施

設
の
基
本
設
計
を
進
め
て
い

ま
す
。

　

多
様
な
年
代
の
町
民
の
皆

様
か
ら
意
見
を
集
約
す
る
取

組
み
の
１
つ
と
し
て
〝
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
〟
を
行
う
こ
と

で
、
参
加
者
同
士
の
意
見
を

聞
き
、
幅
広
い
層
の
考
え
に

触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
の
他
に
は
、
３
年
ぶ
り

と
な
る
町
の
イ
ベ
ン
ト
に
も

参
加
で
き
ま
し
た
。「
み
こ

し
ま
く
り
」、「
木
曽
音
楽
祭
」

は
ど
ち
ら
も
木
曽
の
夏
を
盛

り
上
げ
る
お
祭
り
で
す
。

　
「
み
こ
し
ま
く
り
」
は
、
約

４
０
０
㎏
も
あ
る
御
神
輿
を

担
い
で
町
内
を
練
り
歩
き
、

最
後
に
は
転
が
し
て（
ま
く
っ

て
）
壊
す
と
い
う
「
天
下
の

奇
祭
」
と
も
い
わ
れ
る
く
ら

い
荒
々
し
い
お
祭
り
で
す
。　

町
全
体
が
大
い
に
盛
り
上
が

り
を
見
せ
る
こ
の
祭
り
。
御

神
輿
が
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
に
ぶ

つ
か
り
響
く
音
は
、
中
々
頭

か
ら
離
れ
ま
せ
ん
。

　

一
方
、「
木
曽
音
楽
祭
」

は
〝
自
然
と
音
楽
の
調
和
〟

を
テ
ー
マ
に
か
か
げ
る
ク
ラ

シ
ッ
ク
の
祭
典
で
す
。
一
流

の
音
楽
家
た
ち
が
奏
で
る
音

色
は
、
夏
の
終
わ
り
を
告
げ

る
風
物
詩
と
し
て
、
今
年
も

木
曽
谷
に
響
き
渡
り
ま
し
た
。

　

私
自
身
、
業
務
の
経
験
が

未
熟
で
あ
り
、
覚
え
る
こ
と

に
精
一
杯
で
は
あ
り
ま
す

が
、
支
え
て
く
れ
る
地
域
の

方
や
職
場
の
先
輩
方
が
い
る

お
か
げ
で
、
有
意
義
な
時
間

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
て
い

ま
す
。

　

残
り
の
半
年
間
も
、
職
員

と
し
て
日
々
の
業
務
に
取
組

み
、
そ
れ
ぞ
れ
の
町
の
違
い

と
良
さ
を
意
識
し
て
過
ご
し

ま
す
。

◆
最
後
に

　

福
島
町
へ
戻
っ
て
か
ら
エ

ネ
ル
ギ
ー
切
れ
に
な
ら
な
い

程
度
に
頑
張
り
ま
す
。

　

拙
い
文
章
で
す
み
ま
せ
ん

が
、
ご
覧
頂
き
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

「日本で最も美しい村」連合にも加盟している木曽町の風景。

朴の葉で包まれた
� 木曽のお菓子

実際のワークショップの様子

「みこしまくり」

「木曽音楽祭」記念ポロシャツの作成を手掛けました。
（左図：実際にプリントされたデザイン）

長野県木曽町教育委員会 生涯学習課　白 川　人
と

 和
わ
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長野県木曽町⇔北海道福島町長野県木曽町⇔北海道福島町長野県木曽町⇔北海道福島町
「
信
州
・
木
曽
町
か
ら
」

　
「
信
州
」
と
呼
ば
れ
る
こ

と
も
多
い
長
野
県
。
信
州
そ

ば
と
聞
け
ば
、
長
野
県
の
郷

土
食
だ
と
イ
メ
ー
ジ
す
る
方

も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
北
海
道
が
「
道
北
・

道
東
・
道
央
・
道
南
」
と
地

域
ご
と
に
成
り
立
っ
て
い
る

よ
う
に
、
長
野
県
も
大
き
く

分
け
て
「
北
信
・
東
信
・
中

信
・
南
信
」
の
４
地
域
か
ら

成
り
立
っ
て
お
り
、
地
域
ご

と
に
そ
れ
ぞ
れ
特
色
が
あ
り

ま
す
。
私
は
、
今
回
、
中
信

に
位
置
し
霊
峰
「
御
嶽
山
」

の
麓
に
あ
る
木
曽
町
か
ら
福

島
町
に
来
ま
し
た
。

「
北
の
大
地
の
広
さ
に
驚
愕
!!
」

　

北
海
道
に
来
る
の
は
今
回
が
人
生
で
初

め
て
で
す
が
、
一
番
驚
い
た
の
は
そ
の
規

格
外
の
広
さ
で
す
。
来
る
前
か
ら
北
海
道

が
広
い
と
わ
か
っ
て
い
た
つ
も
り
で
は
あ

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
北
海
道
に
来
た

後
、
北
は
稚
内
か
ら
東
は
根
室
ま
で
行
き

ま
し
た
が
、
想
像
以
上
に
移
動
に
時
間
が

か
か
っ
て
し
ま
い
、
目
的
地
に
た
ど
り
着

く
の
に
片
道
２
日
近
く
か
か
っ
た
場
所
も

あ
り
ま
し
た
。
他
の
場
所
で
こ
の
よ
う
な

経
験
を
し
た
こ
と
は
な
く
、
北
海
道
の
広

さ
が
い
か
に
規
格
外
な
の
か
と
い
う
こ
と

を
実
感
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
移
動
は
大
変

で
し
た
が
、
同
じ
北
海
道
で
も
そ
れ
ぞ
れ

違
う
特
色
の
あ
る
地
域
を
見
る
こ
と
が
で

き
た
の
で
、
今
と
な
っ
て
は
良
い
思
い
出

で
す
。

「
福
島
町
の
海
に
思
う
」

　

い
わ
ゆ
る
「
内
陸
県
」
で
あ
る
長
野
県
は
、
海
と
い
う
存
在
が
身
近
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
今
ま
で
の
人
生
の
ほ
と
ん
ど
を
長
野
県
で
過
ご
し
て
き
た
私
に
と
っ
て
、

福
島
町
に
来
る
と
決
ま
っ
た
時
に
思
っ
た
こ
と
は
、「
好
き
な
だ
け
海
が
見
え
る

町
に
行
け
る
」
と
い
う
も
の
で
し
た
。
実
際
に
福
島
町
に
来
て
か
ら
の
こ
の
半
年

間
は
、
出
勤
や
外
出
の
都
度
に
海
を
見
て
き
ま
し
た
が
、
半
年
た
っ
た
今
で
も
、

海
を
目
に
す
る
と
、
ワ
ク
ワ
ク
す
る
よ
う
な
、
時
に
落
ち
着
く
よ
う
な
、
説
明
し

難
い
不
思
議
な
感
覚
に
な
り
ま
す
。
北
海
道
に
来
て
か
ら
様
々
な
場
所
で
海
を
見

て
き
ま
し
た
が
、
福
島
町
の
海
は
特
別
に
綺
麗
な
海
だ
と
感
じ
ま
す
。
中
で
も
、

福
島
町
ま
ち
づ
く
り
工
房
の
「
岩
部
ク
ル
ー
ズ
」
で
船
か
ら
見
た
海
や
、「
青
の

洞
窟
」
の
光
景
は
、「
き
っ
と
一
生
忘
れ
る
こ
と
は
な
い
」
と
思
う
く
ら
い
綺
麗

で
思
い
出
深
い
光
景
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
せ
っ
か
く
の
機
会
な
の
で
、
海
を

見
る
だ
け
で
な
く
海
釣
り
も
ど
ん
ど
ん
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

だ
ん
だ
ん
寒
く
な
っ
て
き
て
、
福
島
町
に
い
ら
れ
る
時
間
が
短
く
な
っ
て
き
た
の

を
実
感
し
て
お
り
ま
す
が
、
泣
い
て
も
笑
っ
て
も
あ
と
半
年
。
や
り
残
し
た
こ
と

が
な
い
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
色
々
経
験
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
が
撮
影
し
た
夏
の
御
嶽
山

根
室
市
・
納
沙
布
岬
に
て

山
と
海
が
隣
り
合
っ
て
い
る
の
が
な
ん
と
な
く

不
思
議
に
思
え
て
撮
影
し
た
１
枚

青
の
洞
窟
に
て

何
回
で
も
見
に
行
き
た
い
と
思
え
る
場
所
で
し
た

福島町役場 産業課　田 代　裕
ひろ

 貴
たか
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地域おこし協力隊のふくしま散歩！地域おこし協力隊のふくしま散歩！地域おこし協力隊のふくしま散歩！地域おこし協力隊のふくしま散歩！

　

朝
晩
の
冷
え
込
み
も
一
段
と
厳
し
く
な
っ
て
き
て
お

り
ま
す
が
、
町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
い
か
が

お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。
時
間
の
経
過
と
い
う
の
は
早

い
も
の
で
、
私
が
令
和
３
年
９
月
１
日
よ
り
、
地
域
お

こ
し
協
力
隊
に
着
任
し
て
か
ら
１
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、着
任
後
の
私
の
活
動
を
報
告
い
た
し
ま
す
。

活
動
の
中
心
は
、
岩
部
ク
ル
ー
ズ
の
運
航
業
務
で
す
。

　

本
業
務
に
従
事
す
る
た
め
、
着
任
後
す
ぐ
に
「
２
級
小
型
船
舶
免
許
」
及
び
「
特
定
小
型

船
舶
免
許
」
を
取
得
し
、
シ
ー
ズ
ン
中
は
岩
部
ク
ル
ー
ズ
船
長
の
指
導
の
下
で
、
船
の
操
縦

技
術
や
出
欠
航
の
海
の
状
況
判
断
等
を
日
々
勉
強
し
つ
つ
、
ま
だ
お
客
様
を
乗
せ
て
操
船
す

る
に
は
未
熟
な
た
め
、観
光
客
の
対
応
等
の
陸
上
の
業
務
も
併
せ
て
お
こ
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ク
ル
ー
ズ
の
オ
フ
シ
ー
ズ
ン
に
は
、
一
般
社
団
法
人
福
島
町
ま
ち
づ
く
り
工
房
に
て
、
開

発
・
販
売
し
て
い
る
商
品
の
営
業
活
動
や
観
光
協
会
と
共
に
町
内
外
の
観
光
・
物
販
イ
ベ
ン

ト
に
積
極
的
に
参
加
し
、福
島
町
全
体
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

　

帰
郷
か
ら
１
年
と
な
り
ま
す
が
、
福
島
町
に
は
自
然
、
食
、
人
、
文
化
と
、
ど
れ
を
と
っ

て
も
ま
だ
ま
だ
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
と
日
々
感
じ
て
お
り
ま
す
が
、
私
は
特
に
海
や
山
に

魅
了
さ
れ
て
い
る
１
人
で
す
。
将
来
的
に
、
こ
れ
ら
を
も
っ
と
活
用
し
、
町
内
外
の
人
が
楽

し
め
る
よ
う
な
新
た
な
福
島
町
の
体
験
メ
ニ
ュ
ー
や
ス
ポ
ッ
ト
を
創
り
上
げ
て
行
く
こ
と
が

自
分
の
使
命
の
一
つ
に
な
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
町
民
の
皆
様
方
の
ご
支

援
ご
指
導
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

残
り
の
任
期
も
全
力
で
頑
張
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
町
内
で
見
か
け
た
際
は
お
気

軽
に
お
声
掛
け
く
だ
さ
い
。

岩部クルーズ運航準備

岩部クルーズの拠点
岩部地区交流センター

まちづくり工房で販売中
犬のおやつ　カムカムシカジカ

←�ドローンで撮影
した岩部海岸

クルーズ運航航
路上のツヅラ沢→

地域おこし協力隊
坂 口 寿 美

小笠原内科消化器科クリニック
医師　小笠原　実（院長）

〒049-1454　松前郡福島町字館崎350番地27　TEL：0139-48-5231　FAX：0139-48-5232
○内科・消化器科・循環器科・呼吸器科・皮膚科

＊第２、第４土曜日は休診
＊受付時間は 8：00～12：00
　　　　　　13：30～16：30

診療時間 月 火 水 木 金 土
8：30～ 12：30 ○ ○ ○ ○ ○ ○
14：00～ 17：00 ○ ○ 訪問診療 ○ ○
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農 林 か わ ら 版

第３回教育ファーム開催

ご意見やお問い合わせは　産業課農林係まで　　☎：４７－３００２　FAX：４７－４５０４

稲刈りを体験する児童 稲を藁で束ねる体験中

　10月６日（木）、三岳地区の田んぼにおいて、福島小学校の５年生を対象に、黒米の稲
刈り体験を行いました。
　稲刈りの注意点について説明を受けた後、みなさん手際良く稲刈りをしていました。
　ほかにも、収穫後の稲を藁で束ねる体験や、コンバインでの脱穀作業を見学しました。
稲刈り体験が初めてという人もおり、子どもたちは、普段はあまり経験することのない
貴重な体験として楽しんでいました。

1 歳児への福島町産米の贈呈式

鳴海町長からお米を贈呈 鳴海町長と、子どもや保護者の方との記念撮影

　10月４日（火）、福島町役場において、令和３年４月から令和３年９月までに生まれた
子どもを対象に、福島町産米の贈呈式を行いました。
　この贈呈式は、子どもが元気に育ち１歳を迎えたことを町としてお祝いするとともに、
福島町産米の美味しさを皆さんに知っていただくことを目的に実施しています。
　贈呈式では、鳴海町長から、お祝いの言葉と共に子ども１人につき５㎏ずつお米を渡
しました。
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防

福

災訓練を実施しました
　10月３日（月）、総合体育館において、「令和４
年度防災訓練」を実施しました。
　町内会より54名が出席し、避難所におけるテン
ト、段ボールベッドの設営訓練を行いました。
　また、渡島総合振興局地域政策課・國田主幹に
よる防災講話を講演していただき、災害に対する
心構えなどを学びました。

　10月４日（火）、「福島町青少年交流センタ
ー上棟式」が三岳地区の建設地において行わ
れました。
　あいにくの雨の中でしたが、工事・設計関
係者や福島町議会、学校関係者が出席し、施
設が無事に完成することを祈願しました。
　上棟式終了後は、福島保育所と福島小学校、
そして福祉センターの各所で餅まきを行いま
した。
　一般の方を対象にした福祉センターでは、
約50名が集まりました。普段体験することが
できない餅まきを体験した子どもたちは、た
くさんの餅を拾いながら笑顔で喜んでいまし
た。 上段：上棟式で鳴海町長からの挨拶

下段：福島小学校で行われた餅まき

福島商業高校が
� 札幌で特産品を販売

　９月16日（金）から２日間、札幌市で「北海道高
等学校商業教育フェア」が行われ、福島商業高校
の生徒６名が参加しました。
　スルメや珍味、青の洞窟サイダーなど福島町の
特産品を販売し、生徒自ら商品説明やポップによ
る宣伝を行い、完売することができました。 接客を行う福島商業高校の生徒たち

避難所設営訓練の様子

島町青少年交流センター上棟式上棟式
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泰平山の改修を行いました！
　本町町内会では、一般財団法人自治総合センターのコミュニテ
ィ助成事業により、泰平山の改修を行いました。この事業は、全
国自治宝くじの普及広報事業として受け入れる受託事業収入を財
源に、住民の行うコミュニティ活動を促進し、その健全な発展を
図るとともに、宝くじの社会貢献広報を目的に行われています。

改修された泰平山

掲載してみませんか？
「住人十色」へ

　広報ふくしまでは、裏表紙に「住人十色」
コーナーを掲載しています。
　あなたの自慢のヒト・ペット・モノを、
広報ふくしまで紹介してみませんか？

何を掲載できるの？

注意事項

ペット
・飼っている動物
・飼っている動物の赤ちゃん
・飼っている動物の特技自慢
・�飼っている動物のベスト
ショット　　など

ヒト
・生まれたばかりのお子さん
・家事や仕事を頑張る家族
・長生きしている祖父母
・楽しいお友達や同僚　　
・ご本人の特技自慢　　など

・�印刷した写真で申込みされ
た場合、印刷製本まで写真
をお預かりすることとなり
ますのでご了承ください。
・�多数申込みがあった場合、
申込み順に掲載をお待ちい
ただきます。
・�ご自身以外のヒト、ペット、
モノを掲載する場合、必ず
ご本人、飼い主、持ち主等
へ承諾を得たうえでお申込
みください。
・�ペット及びモノの場合、匿
名での掲載も可能です。

モノ
・思い出の詰まった宝物
・町内で見つけた珍百景
・手作りの小物　　など

お問い合わせ先 企画課　広報広聴係 　☎４７－３００７
 kikaku@town.fukushima.hokkaido.jp

掲載するには？

❷掲載内容の確認
　企画課広報広聴係より掲載仮内容を送付しますので、締切ま
でにご確認の上、修正の有無をご連絡ください。

❶企画課へ申込書と写真を提出
　企画課及び子育て支援センターにおいて配布している申込書
をご記入の上、写真と併せてご提出ください。
＊�写真は印刷したもの・デジタルデータのどちらでも構いません。

❸印刷製本・配布
　内容を修正し、出版社による印刷製本後、申込みいただいた
方へ広報誌を送付いたします。
＊�印刷した写真で申込みされた場合、広報誌と一緒に郵送にて
ご返却いたします。
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　感染症対策のため、３日以内に発熱（37℃以上）の症状があり受診される場合は、発熱者
用診察室での診察となりますので、事前にお電話でご連絡をお願いいたします。
　　※発熱者用診察室の順番待ちの場合は、ご自宅や車内での待機となります。
　　　また、ご来院の際はマスクの着用をお願いいたします。

診療所だより診療所だより
『インフルエンザの予防について』『インフルエンザの予防について』

～やまゆりの風～～やまゆりの風～

・�手指についたウィルスを除去するため石け
んで手洗いをしましょう。その後にアルコー
ル消毒をすると予防効果が高まります。

・�栄養バランスの取れた食事と、十分な睡眠
をとることで、体の免疫力を高めることが
できます。

・�インフルエンザ流行前（10月～12月）に接種すると効果的です。
　�接種後、抗体ができるまでに２週間程度かかり、効果は約５カ月程度持続すると言われています。
発症の可能性を減らすことができ、また重症化を予防することが期待できますので、ワクチン接
種をしましょう。

こまめな手洗いを！

バランスの取れた食事と睡眠

ワクチン接種をしましょう！

室内の湿度を保ちましょう！1

３

４

２

やまゆりクリニックからのお願い

インフルエンザワクチン接種の予約を受け付けています

13歳未満の方

10月26日～実施

13歳以上の方

11月１日～実施

　当院では一日の接種人数を制限し、下記のとおり実施いたします。
　接種を希望される方は、事前に電話または当院窓口でご予約をお願いいたします。

・�空気が乾燥すると、のど粘膜の防御機能が
低下しインフルエンザにかかりやすくなり
ます。加湿器などを使用し、湿度を50～
60％に保ちましょう

福島町国民健康保険診療所

やまゆりクリニック

診 療 時 間 月 火 水 木 金 土
午
前 ● ● ● ● ● ▲

午
後

● ● ●
訪問
診療

●

8 :30 ～ 11:45

1 :00 ～ 5:00

●5 :00 ～ 6:30
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知っていましたか？　11月24日は「和食の日」です
　11月24日は、語呂合わせで「いいにほんしょく」で「和食の日」ということをご存知でしたか？
和食の日は、日本人の伝統的な食文化を見直し、和食文化の保護・継承の大切さについて考える日
です。

和食の一汁三菜とは？？

「だし」とは？

　和食の基本といわれる「一汁三菜」は、日本人の主食である「ご飯」に「汁物」と３つの「菜
（おかず）」を組み合わせた献立です。
　体に必要な「エネルギーになるもの」「体をつくるもの」「体の調子をととのえるもの」の３つ
の栄養素をバランスよく摂ることができます。

一汁三菜：汁物１品＋三菜（主菜１品、副菜２品）
　・主食：炭水化物
　　　　ごはん、麺類など
　・主菜：たんぱく質
　　　　魚・肉・卵・大豆、大豆製品など
　・副菜、汁物：ビタミン、ミネラル
　　　　野菜、きのこ類、海藻類など

【献立の立て方】
　最初に、「メインになるおかず（主菜）」を考え、主催の色
合いなどを見ながら、「野菜豊富なメニュー（副菜）」を２品
添えると良いでしょう。

「だし」とは、水やお湯を使って「うま味」を引き出したもので、「だし」のうま味は、和食の味
の基本となります。

だしに使う食材とうま味成分
　・昆　布（グルタミン酸）　　・かつお節（イノシン酸）
　・煮干し（イノシン酸）　　　・干し椎茸（グアニル酸）
　・干しえび（グルタミン酸、イノシン酸）
※�かつお節と昆布からとる「合わせだし」は、うま味の相乗効果により、うま味が格段に増しま
す。味噌汁など、幅広い料理に使うことができます。

汁　物（味噌汁）
　だしを味噌で調味した汁
に、野菜や豆腐、魚介類な
どを加えた料理です。

主　食
　エネルギー源である炭水
化物を補給します。
　和食の場合は、お米が基
本です。

三　菜
　主菜１品、副菜２品で構
成されたおかずで、主食だ
けでは不足しがちな栄養素
を補います。

一汁三菜の献立（例）

副菜
主菜

主食 汁物

副菜

お問い合わせ先 福祉課健康増進係 　☎４７－４６８２
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＊11月パークゴルフ場カレンダー＊
日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５
６ ７ ８ ９ 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30

日 月 火 水 木 金 土
１ ２ ３ ４ ５

６ ７ ８ ９ 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30

●
11
月
の
行
事

第23回　町長杯争奪パークゴルフ大会

福祉センター図書室インターンシップ実施しました

　10月15日（土）、パークゴルフ場において、『第23回町長杯争奪パークゴルフ大会』が
開催されました。渡島西部四町48名の選手が参加し、町内でのシーズン最後の大会を盛
り上げました。

　10月５日（水）・６日（木）の２日間、福島商業高
校の木村汐理さんと水澤凜さんが、福祉センター
図書室にて職場体験行いました。貸出・返却処理
や学級文庫を選ぶ作業、おすすめの本コーナーを
作成など行いました。二人のオススメ本コーナー
は図書室前廊下に展示しています。是非お立ち寄
りください。

＊11月総合体育館カレンダー＊ ◇
福
島
町
民
文
化
祭

　
期
日�

11
月
12
日（
土
）

※�

11
月
６
日
を
も
っ
て
パ

ー
ク
ゴ
ル
フ
場
が
ク
ロ

ー
ズ
し
ま
す
。
今
シ
ー

ズ
ン
も
残
り
わ
ず
か
で

す
が
、
皆
様
の
ご
来
場

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　男子の部　　　　　　　　　　　女子の部
１位　手塚　雅通（木古内町）　　１位　花田真喜子（福島町）
２位　小倉　寿一（松前町）　　　２位　横山　静江（松前町）
３位　坂本　光春（松前町）　　　３位　中野　朱美（松前町）
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図書室ＮＥＷＳ
～２０２２.１１月号～

福祉センター図書室　☎４７－３０４６
ＨＰ：https://www.lib-eye.net/fukushima_town_library/
◆貸出冊数・期限：１人10冊まで、２週間貸出可能
◆休 館 日：毎週日曜日・火曜日/祝日/年末年始（12/30～1/5）

　11月12日（土）・13日（日）に３年ぶりに第15回・図書室フェスティバルを開催します。
　当日は古本まつりをはじめ、図書室サポーターによるバザー、図書室で遊ぼう！スペシャルでは森
町より押し花インストラクターの講師をお招きし「押し花でしおり作り」
など、２日間各イベントを実施予定です。詳細は別紙チラシからご確認
ください。アルコール消毒・マスクの着用にご協力お願い致します。
※11月14日（月）は図書室整理のため、臨時休室になります。

～おすすめの１冊～

今月のイベント
①【よみきかせのかい】12日（土）10：00～
②【図書室であそぼう！スペシャル】13日（日）10：00～、13：00～
③【ブックスタート】17日（木）13：30～健康づくりセンター
④【移動図書】　　　　15日（火）福小10：00～、吉小13：30～
⑤【ＢＯＯＫフェア】　「食欲の秋本（あきぼん）」
図書室前廊下にて展示しています。～11月30日まで

～図書室フェスティバル開催のお知らせ～

📖手づくり絵本講座開催しました📖
　函館市在住の絵本作家・こがめいづる氏を講師でお招き
し、手作り絵本講座を開催し、13
名の方が参加しました。今回のテー
マは「あいうえ絵本」で、“あいう
えお”や“かきくけこ”から始まる
文章を考え、パッとひらめいた発想
で自由に絵を描き、絵本作りを行っ
ていました。

　頑固で気性の荒かった父が、母の死後
しばらくして認知症を発症。穏やかな性
格にとなった父と介護を担う娘の二人三
脚に日常エッセイ。医療ライターによる
認知症がよくわかるコラムも掲載されて
います。

　父ちゃんの認知症パラダイス
� 竹ノ内淳子（著）

●よくみると…もっと！

●とんかつのぼうけん

●ことばあそびレストラン

● ONE PIECE FILM RED 映画ノベライズ　みらい文庫

●忘れもの遊園地

●めちゃうま！？昆虫食　見た目はヤバいが…うまい！もう一匹

●「星の城」が見た150年　誰も知らない五稜郭

●北海道で SDG ｓ

●石飛博光書道入門

●母さん、ごめん。50代独身男の介護奮闘記

●三島屋変調百物語八之続　よって件のごとし

●嘘つきジェンガ

●過ちの絆　警視庁総合支援課

㋤ 医師が教えるゆる漢方

� など

s h i m i z u

塚 本 や す し

石 津 ち ひ ろ

尾 田 栄 一 郎

久 米 絵 美 里

内 田 昭 一

濱 口 裕 介

関 口 裕 士

石 飛 博 光

松 浦 晋 也

宮 部 み ゆ き

辻 村 深 月

堂 場 瞬 一

板 倉 弘 重

新刊案内

㋤は吉岡総合センターなごめ～るの新着図書です

開室時間変更のお知らせ
　11月12日～13日開催の福島町文化祭のため、開室時間
を変更いたします。町民の皆様にはご不便をおかけします
が、ご理解のほどよろしくお願いします。

11月12日（土） 9 : 00～15 : 00
11月13日（日） 9 : 00～15 : 00
11月14日（月） 臨時休室
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町発注の工事等入札結果の状況をお知らせします。詳しい資料は、役場総務課窓口で閲覧いただけます。

☆入札結果（９月30日） 単位：円

工事等入札結果の公表

工 事（業務・物品） 名 等 落札業者名 予定価格 契約金額 履行期間

白符地区配水管取替工事 株式会社　金澤建設 40,920,000 40,425,000 R5.  1. 31

浄化槽設置（その２）工事 安岡建設工業　株式会社 13,299,000 12,815,000 R4. 12. 26

地先船揚場施設滑り材設置工事 有限会社　創拓建設 3,355,000 3,245,000 R4. 12. 30

青少年交流センター管理棟管理備品 合名会社　西田商店 非公開 6,490,000 R5.  3.   6

青少年交流センター個人棟管理備品 合名会社　西田商店 非公開 5,720,000 R5.  3.  20

青少年交流センター調理器具・食器備品 合名会社　西田商店 非公開 1,826,000 R5.  3.  10

海峡横綱ビーチからのお知らせ !!海峡横綱ビーチからのお知らせ !!海峡横綱ビーチからのお知らせ !!海峡横綱ビーチからのお知らせ !!海峡横綱ビーチからのお知らせ !!海峡横綱ビーチからのお知らせ !!
「センターハウス」「駐車場」の利用は11月30日（水）までです

（12月1日（木）から利用できなくなります。）

ルールを守って、
� 利用しましよう！

やってはいけないこと!

一、ペットの散歩　　　ダメ！
一、ゴミのポイ捨て　　ダメ！
一、魚釣り　　　　　　ダメ！
一、火気の使用　　　　ダメ！
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議 議会事務局 (47)2215

総 総務課（代表） (47)3001

企 企画課 (47)3007

税 町民課（税務） (47)4683

町 町民課（町民） (47)4681

福 福祉課 (47)4682

建 建設課 (47)3006

産 産業課 (47)3004

教 教育委員会 (47)3675

保育 認定こども園福島保育所 (47)3440

福幼 福島幼稚園 (47)2233

福消 福島消防署 (47)2119

広域 渡島西部広域事務組合 (47)3511

観 観光協会 (47)3004

お問い合わせ先　– telephone -

＊�　各行事については、新型コロナウイルス感染症予防のため、延期・中止となる場合があります。
　参加を希望される方は、事前に各担当までお問い合わせください。

11月は 福島幼稚園   ほし組の

皆さんの作品です。

『楽しかった運動会
紅白リレー』

さとう　はるおみさとう　はるおみ  くんくん いしおか　いっせいいしおか　いっせい  くんくん よしざわ　ゆうまよしざわ　ゆうま  くんくん むらた　みおひむらた　みおひ  ちゃんちゃん

今月の行事予定今月の行事予定11月
November

１ 火

２ 水
議　総務教育常任委員会	 13:00～　議会議場　　　　　
福　リハビリ教室	 10:00～11:30　健康づくりセンター
福　認知症カフェ	 13:30～15:00　健康づくりセンター

３ 木 文化の日

４ 金 議　総務教育常任委員会	 10:00～　議会議場　　　　　

５ 土

６ 日

７ 月

福　献血	 9:30～10:50　福島町役場　　　　
福　献血	 11:20～12:15　福祉センター　　　
議　総務教育常任委員会	 10:00～　議会議場　　　　　
福　ふれあい教室	 13:30～15:00　吉岡総合センター　

８ 火 福　認知症カフェ	 13:30～16:00　吉岡温泉　　　　　

９ 水

10 木 保育　ゆりっこ広場	 10:00～11:30　吉岡総合センター　

11 金 議　経済福祉常任委員会	 10:00～　議会議場　　　　　

12 土
福幼　絵本の広場	 9:00～12:00　福島幼稚園　　　　
教　町民文化祭	 9:30～　福祉センター　　　

教　よみきかせのかい	 11:30～　福祉センター図書室

13 日 教　町民文化祭	 9:00～　福祉センター　　　

14 月

15 火
福　ふれあい教室	 10:00～11:30　月崎１町内会館　　
福　ふれあい教室	 13:30～15:00　健康づくりセンター

16 水

福　リハビリ教室	 10:00～11:30　健康づくりセンター
福幼　ちびっこ広場	 10:00～12:00　福島幼稚園　　　　
教　移動図書事業	 10:00～　福島小学校　　　　

教　移動図書事業	 13:30～　吉岡小学校　　　　

町　人権相談行政相談	 13:00～15:00　福島町役場　　　　

17 木

保育　ゆりっこ広場（運動保育）

	 10:00～11:30　子育て支援センター
福　乳幼児健診（ブックスタート事業）

	 13:30～14:30　健康づくりセンター
産　通年雇用支援セミナー

	 15:00～17:00　福島町役場　　　　

18 金
福　育児教室	 10:00～12:00　子育て支援センター
産　無料法律相談	 13:00～15:00　福島町役場　　　　
議　議会運営委員会	 13:30～　議会控室　　　　　

19 土 保育　第48回福島保育所遊戯会	 9:00～　福島保育所遊戯室　

20 日

21 月

22 火
議　経済福祉常任委員会	 10:00～　議会議場　　　　　
福　温泉健康相談	 13:00～16:00　吉岡温泉　　　　　

23 水 勤労感謝の日

24 木
保育　ゆりっこ広場	 10:00～11:30　子育て支援センター
議　経済福祉常任委員会	 10:00～　議会議場　　　　　
福　介護家族交流会	 13:30～15:00　健康づくりセンター

25 金

26 土

27 日

28 月

29 火
福　ふれあい教室	 10:00～11:30　あづま～る（千軒）
福　ふれあい教室	 13:30～15:00　健康づくりセンター

30 水
福　健康料理教室　テーマ：腸活レシピ

	 10:00～12:00　健康づくりセンター
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ふるさと応援基金ふるさと応援基金
　令和４年	10月20日現在までの寄
付金が次のとおりとなりました。
　ありがとうございました。

令和３年度末時点での基金残高

71,070,000円

寄付受入れ状況

令和３年度 3,343件 53,128,000円

令和４年度 1,149件 16,816,052円

お 問 い
合わせ先

企 画 課
企 画 係 ☎47−3007

○おくやみもうしあげます
　  亡くなった方	 年齢	 地区名
　中村　定義さん	 （88歳）　白符１
　若林　和子さん	 （60歳）　日向３
　山村スズ子さん	 （89歳）　月崎１
　佐藤　ミナさん	 （96歳）　三岳１
　安川長次郎さん	 （82歳）　千軒２
　棟方　　忍さん	 （67歳）　吉岡３
　沢田　京子さん	 （89歳）　松　浦
　米谷　義治さん	 （88歳）　吉岡１
　永井　徳子さん	 （67歳）　緑　町

９月23日～10月20日届出分

よろこび・かなしみ

○優良運転者講習
　（福島町福祉センター）
　11月４日（金）
　午後６時から
○松前町の講習
　（松前町総合センター）
　11月16日（水）
　違反講習…午前10時
　優良講習…午後１時
　一般講習…午後２時
　初回講習…午後３時45分

運転免許更新時講習

第792号
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人口と世帯
 （令和４年９月末現在） 

前月比

人　口 ３，６０5 人 －10 人

男 １，６79 人 －３ 人

女 １，９26 人 －７ 人

世帯数 １，９63世帯 －８世帯

日曜当番医
11月６日　やまゆりクリニック
　　１３日（木古内町国保病院）
　　２０日　小笠原クリニック
　　２７日（松前町立松前病院）
※診療時間は、午前９時から
　午後３時までです。

「我が家のワンパクＢＯＹ！」
－－投稿者　父　北村　貴之さん（投稿者　父　北村　貴之さん（美山美山））－－

お申し込み先
企画課　広報広聴係
☎４７−３００７

北村　幸
こう

大
た

くん（１歳）

ボールが大好きな末っ子で、いつも

家族を明るく、和やかな雰囲気にさ

せてくれる、わんぱくＢＯＹ！

○おたんじょうおめでとう
　　　お名前	 地区名	 保護者

　三関　心
あい

稀
き

ちゃん	 丸山団地� 裕也さん

吉 岡 温 泉 だ よ り

温泉で心も体もリフレッシュ！
温泉の日は、ちょっと得した気分
家族みんなで温泉へ出かけましょう！

11月温泉の日は26日（土）
無料開放 !
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